
経済連携協定（EPA）を活用した
日本産農林水産物・食品の輸出促進について

令和５年３月



○世界のグローバル化が進み、1990年代以降、EPA・FTAの数は急速に増加。
○我が国が加盟するものとして、これまで21のEPA等が発効済・署名済。

EPAの現状：全体的な動き
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EPAの現状：最近の動き

※2023年3月2日時点

２国間 日アセアン RCEP CPTPP
インドネシア ○ ○ 〇

(今年１月)
―

カンボジア ― ○ ○ ―
シンガポール ○ ○ ○ ○
タイ ○ ○ ○ ―
フィリピン ○ ○ 未発効 ―
ブルネイ ○ ○ ○ 未発効
ベトナム 〇 ○ ○ ○
マレーシア ○ ○ 〇

(昨年３月)
〇

(昨年11月)
ミャンマー ― ○ 未発効 ―
ラオス ― ○ ○ ―

○RCEPについては今年１月にインドネシアで発効、CPTPPについては昨年11月にマレーシア、先月に
チリで発効し、EPAの利用機会が拡大。

２国間 RCEP CPTPP
中国 ― ○ ―
韓国 ― 〇

(昨年２月)
―

豪州 ○ ○ ○
NZ ― ○ ○
米国 〇 ― ―
カナダ ― ― 〇
メキシコ 〇 ― 〇
チリ 〇 ― 〇

(先月)
ペルー 〇 ― 〇
インド 〇 ― ―
モンゴル 〇 ― ―
EU 〇 ― ―
英国 〇 ― 協議中
スイス 〇 ― ―

EPAの国別発効状況



EPAのメリット：関税率の比較

品 目：牛肉 関税率
EPAを利用しない場合 50%
日タイ 無税
日アセアン 無税
RCEP ー

品 目：りんご 関税率
EPAを利用しない場合 10%又は

3.0THB/kg
の高い方

日タイ 無税
日アセアン 無税
RCEP 無税

○EPAを利用することで輸出先国における通関時の関税支払いの負担を軽減することができ、現地での
価格競争力の強化に貢献。

〇どのEPAを利用するのかが最も有利なのか、十分な情報収集が必要。農林水産省HPにおいて、主な農
林水産物・食品のEPA関税率を一覧で確認することが可能。

品 目：緑茶 関税率

EPAを利用しない場合 40.0%
日ベトナム 5.0%
日アセアン 3.0%
RCEP 40.0%
CPTPP 無税

品 目：醤油 関税率
EPAを利用しない場合 15.0%
日インドネシア ―
日アセアン ―
RCEP 4.0%

タイ向け輸出の場合

インドネシア向け輸出の場合

ベトナム向け輸出の場合

品 目：生鮮柿 関税率

EPAを利用しない場合 30.0%
日マレーシア 無税
日アセアン 無税
RCEP 30.0%
CPTPP 13.6%

マレーシア向け輸出の場合

EPA関税率の比較（2023年３月時点）

品 目：精米 関税率

EPAを利用しない場合 40.0%
日マレーシア ー
日アセアン ー
RCEP ー
CPTPP 18.1%



（参考）EPA関税率早見表

○農林水産省EPA利用早わかりサイトに掲載されているEPA関税率早見表。
〇主な農林水産物・食品の関税率を一覧で確認することが可能。

（URL: https://www.maff.go.jp/j/kokusai/renkei/fta_kanren/epa_n.html#hayami）

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/renkei/fta_kanren/epa_n.html#hayami


EPAの活用：原産地証明書の発行枚数

総数
(参考）

農林水産物・
食品
輸出額

うち
日ﾏﾚｰｼｱ

うち
日タイ

うち
日ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

うち
日アセアン

うち
日ベトナム

2012 153,217 11,289 58,957 33,911 5,288 4,572 4,497億円

2017 297,897 17,766 99,282 57,413 15,817 20,279 8,071億円

2020 255,223 14,982 84,596 40,305 20,447 25,962 9,860億円

2021 305,267 16,507 96,595 52,923 22,494 26,471 12,382億円

○原産地証明書の発行枚数は、新型コロナウイルス感染症の影響等により一時的に落ち込むこともあった
が総じて順調に増加。

〇RCEP発効前は日タイEPAが最多発行枚数。現在はRCEPが日タイを上回り最多発行枚数。

総数 うち
日ﾏﾚｰｼｱ

うち
日タイ

うち
日ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

うち
日アセアン

うち
日ベトナム

うち
RCEP

2022.1
※RCEP発効

21,988 1,213 7,085 3,865 1,664 1,690 671

2022.6 36,139 1,530 8,635 4,554 2,253 2,642 9,132
2023.1 30,171 1,235 6,889 4,106 1,619 1,450 8,251

EPA別の原産地証明書発行枚数（年度別発行枚数）

EPA別の原産地証明書発行枚数（直近の月別発行枚数）

※発行枚数には、農林水産物以外も含む。 出典）原産地証明書発行枚数：日本商工会議所
農林水産物・食品輸出額：農林水産省



EPAの利便性の向上：原産地証明書の電子化の推進

〇EPAの利便性を高めるため、日本商工会議所から紙媒体で発行される原産地証明書の電子化を推進。
〇すでにRCEPや日タイEPAでは、原産地証明書を日本商工会議所からPDFファイルで受取が可能。

２国間 日アセアン RCEP
インドネシア 紙

（2023.6～電子データ交換） 紙 PDF

カンボジア ― 紙 PDF
シンガポール 紙 紙 PDF
タイ PDF 紙 PDF
フィリピン 紙 紙 PDF
ブルネイ 紙 紙 PDF
ベトナム 紙 紙 PDF
マレーシア 紙 紙 PDF
ミャンマー ― 紙 PDF
ラオス ― 紙 PDF

東南アジアとのEPAにおける電子化の状況

実施中 実施予定 交渉中
PDF発給 日タイ

RCEP
― ―

電子データ交換 ― 日インドネシア（2023.6～） 日タイEPA
日アセアンEPA



どんな些細な疑問にもお答えいたします。
わからないことや困っていること等がありましたら、
お気軽にepariyousoudan＠maff.go.jpにご連絡下さい。

又はＥＰＡを利用するために必要な情報を簡単に入
手できる「EPA利用早わかりサイト」をご覧下さい。

etc.

 EPAを利用したら関税が下がるの…？
 そもそも原産地規則ってなに…？
 商品のHSコード、税率がわからない…
 どの協定を利用すれば一番お得なのか、わからない

日本商工会議所での判定依頼がうまくいかない…
適切な書類を準備したのに、輸出先国の税関で特恵
税率が認められず、MFN税率を支払わされた…

EPA利用早わかりサイト
QRコード

農林水産省EPA利用相談窓口とEPA利用早わかりサイト

etc.

https://www.maff.go.jp/j/kokusai/renkei/fta_kanren/epa_n.html
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